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要旨 　大卒を中心としたホワイトカラー、中でも部課長層の人材開発と雇用管理の現状を、日本・アメリカ・ドイツ３か国の国際比較から明ら

かにすることが本調査研究の目的である。本報告書は、調査研究報告書Ｎｏ．９５「国際比較：大卒ホワイトカラーの人材開発・雇用シス

テム－日、米、独の大企業（１）事例調査編」で見いだされた知見が、各国においてどれほど一般的に当てはまるかを、３か国それぞれ

において実施した大規模なアンケート調査結果にもとづいて検討したものである。（内部経験と外部調達）；日本の部課長では転社の経

験がある者が極めて少ないが、アメリカとドイツでは転社を経験していない者の方が少数となる。転社経験者の入社年齢は３か国とも２

０歳代と３０歳代に集中している。アメリカやドイツでは、部課長の役職に直接外部から採用された者が日本に比べ多く、中途採用比率

は日本の約２倍となる。（有効な能力開発の方法）；仕事の能力形成や課長の育成方法として、アメリカでは当該職能内の幅の広い仕

事の経験が、日本では当該職能内の幅広い仕事の経験だけでなく他職能の仕事の経験が重視されている。この両国に対して、ドイツは

中間型である。現在の仕事に従事するために不可欠な社会的資格があるとした者は、３か国とも多くはない。（仕事の経験の幅）；部課

長の仕事の経験の幅を単一職能型、準単一職能型、複数職能型の３種類に分けると、単一職能型はアメリカとドイツで多く、日本では３

つの類型がほぼ同比率で併存する。３か国とも最長経験職能での仕事の経験の幅が広い。（昇進プロセス）：入社時点から幹部候補生

のためのキャリアルートを設ける企業は３か国とも少ないが、昇進プロセスの実態をみると、アメリカやドイツに比べ日本は、昇進に初め

て差がつき始める時期と同一年次入社者の５割が昇進の頭打ちを迎える時期が遅い。
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